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今回はドラマの話をしたいと思います。｢逃げるは恥だが役に立つ｣というラブコメです。 

 星野源が演じる自称プロの独身津崎平匡と新垣結衣演じる小賢しい女森山みくりが 

いちゃいちゃしながらドラマを展開していきます。回を重ねるごとにいちゃいちゃ度は 

アップ。結婚と言うものを雇用期間に置き換えて、果たして家事労働の対価はいくらなの

かなど難しい問題にも取り組んでいます。ところどころに色々な番組のパロディが入って

います。石田ゆり子演じるみくりの叔母土屋百合が好演していて大谷亮平演じる甥の風見

涼太と結ばれそうになっていきます。ガッキーが可愛い。源さんの人の良さも出ていて良

かった。まさか本当に結婚してしまうとは…。古田新太と藤井隆がドラマを面白くしてい

きます。おススメです。スマホがあればアマゾンプライムや dＴＶで見れると思います。 

 

 

 

 

  今回紹介する本は、青森在住の作家・高森美由紀さんの『おひさまジャム果風堂』です。 

  ｢大丈夫だ、問題ない｣笑いに満ちた日常や時にはホロリとなる二人の絆を通して、 

明日もきっと良い日になる、という力強いメッセージを伝えてくれます。 

そして、｢焦んなくてもいい。少しずつ、ゆっくり｣ 

丁寧にジャムを煮詰めていく時間の流れが、そっと背中を 

押してくれます。興味のある方は、ぜひ読んでみてください。 

 

 

 

 

 

  父が畑をやっていた頃の話。隣の畑に小豆を作っている 

おばあさんがいた。父はそのおばあさんに小豆の作り方を聞き、 

自分も作り始めた。丁度、上の子を出産するため里帰りをしている時だった。 

実家の二階が作業場で私は毎日のように小豆を剥いていた。お産が軽くなるかと 

思ったが、そうでもなかった。 

上の子は初めての子なのですごく気を使った。母も孫が産まれたらご飯や洗濯と 

大変そうであった。子どもも二人になると賑やかで私は楽しかった。 

丁度、下の子が産まれたのは秋頃だった。｢おしめ｣が乾きにくく暑くても 

ストーブをたいた。今でも覚えている懐かしい話だ。 

 

 

 

  

   デイケア新聞 18６号をお読みいただきありがとうございます。 

  先日、デイケアでは作品展示会が開催されました。皆さんとても 

上手くて驚きました。来月はデイケア忘年会があります。 

余興の練習頑張りたいと思います。（野月） 

〒０３１－０８１３ 青森県八戸市大字新井田字松山下野場７－15 

        TEL：０１７８－２５－００１１ FAX：０１７８－２５－６７２１ 
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